
 

 

 

 

 

 

 

 

 昨日の教育研究大会は、朝の受付から授業に至るまで、第７２期

生の活躍のおかげで大成功に終わりました。附属中学校の築いて

きた伝統が、今年も紡がれたことを、とてもうれしく思います。第

Ⅰ期は今日で終わりますが、受験生として歩み始めた４月から、あっと

いう間に夏休みを迎えたと感じた人も多いのではないでしょうか。第Ⅱ

期は藤華祭などの行事や、その準備もたくさんあります。さらに時間は早く過ぎ

ていくように感じますから、夏休みは学習も油断なく進めていきたいですね。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育大学附属札幌中学校                          第１３号 

進路だより 
令和元年７月２７日（土）発行 

夏休みの計画がなかなか立たない…という人へのアドバイス ～この手順で考えてみよう～ 

①一日のスケジュールを考えてみる。（具体的に何時から何時まで学習に使うかな） 

②夏休み全体でどのくらいの時間を学習に使えそうか計算する。 

③学習すべき内容を、教科ごとに箇条書きしてみる。 【裏面の表も参考にしてみてくださいね】 

④その学習はそれぞれどのくらい時間がかかるか考えてみる。 

⑤夏休みのスケジュールに合わせて、学習内容をあてはめていく。 →計画表の完成 

高校説明会の参加について 

 夏休み中は、たくさんの高校説明会、特に公立高校の説明

会が多く開催されます。ほとんどの生徒がどこか１つには申

し込んでいる状況です。（進んで申し込んでいて素晴らしいです） 

 参加にあたって、以下の点に注意して参加してください。 

＊制服着用です。（名札は外しましょう） 

＊筆記用具、生徒手帳を忘れずに持っていくこと。 

＊上靴を持っていく。（不要な学校もあります） 

＊不要なものは持って行かない。 

  ⇒附属中の“当たり前”が全ての中学校の“当たり前”

ではありません。その意味をよく考えましょう。 

＊絶対に遅刻したり、無断で休んだり、勝手に帰ったりしないこと。 

 

以上をふまえて、高校の先生の指示をしっかりと聞いて、

附属中の生徒として恥ずかしくない態度で参加しましょう。

実際に高校の雰囲気や生徒の様子にふれることのできる貴重

な機会です。十分に高校について学んできてください。も

し、急に欠席となる場合は附属中学校に連絡してください。

（778-0481）進路係の成田先生か、第３学年の先生にお願い

します。附属中学校につながらない場合は、高等学校に直接

連絡をするようにしてください。 

学プロ主催の学年レク「初夏

の集い」で見せた、前向きな気

持ち、協力の姿勢、明るい笑顔

で、今後の進路選択に向けても

頑張っていきましょう!! 



＜学習すべきことを分類してみる＞ ※５教科版 

 第Ⅰ期の復習（3 年生内容） 学力テストに向けて（１・２年の内容） 
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